
原田健一

a)Tの異方性から生じていることがわかったO

ホール係数の磁場依存の実験結果は,弱磁場一強磁場遷移を示している｡ホール係数

の磁場依存についてもモデル計算を行った｡ 計算結果は,2バンド的な考えで解析され

実験との対応がっけられた｡

磁気抵抗の温度依存の実験結果は,温度の上昇と伴に磁気抵抗が減少するふるまいを

示した｡このふるまいは,温度が上昇すると,磁場条件が低磁場側に移ることで,定性

的に理解できる｡ しかし,今回の測定温度範囲では,フォノン散乱の効果が十分出てい

ないことがわかった｡

3. 銅一鉄合金の熱電能

原 田 健 一

cu中の磁性不純物としてのFe原子は,数百 ppmほどの希薄合金でも,一様に分布

せず,クラクタ-生成が起っていることが,メスバウアー効果や磁化の研究で判ってき

た｡

希薄Cu-Fe合金は,典型

的Kondo合金であり,低温で

巨大熱電能を示すことが知ら

れている｡ Kondo効果は,伝

導電子と孤立不純Fe原子 と

のS-d交換相互作用による

ものであるが,Fe濃度の増加

と共に,Fe原子のクラスター

生成が熱電能に,影響を与え

ることが期待される｡

本研究は,以上の事を踏ま

えて,Cu中に鉄を0.5-1.2

at.70固溶させた合金の熱電
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銅一鉄合金の熱電能

能について,4.2Kより室温まで測定し,熱電能のFe濃度依存性,温度依存性を調べ

ることを目的としたものである｡

併せて,ホール効果の測定も行なった｡

熱電能の測定は,微分法による独自の方法で行なった｡

左図は,測定した熱電能の結果である｡ Fe濃度を書き入れてある｡

得 られた結論は,以下の通 りである｡

(1)Fe濃度 o･5at.70以下では,熱電能極値を示す温度Tm｡XのFe濃度依存が小さい ｡

これはCu-Fe合金の内部磁場が0.5at.70までは,ほぼ一定であり,Fe原子クラス

ター生成の影響が小さいことを示している｡

(2)高温側で,熱電能はFe濃度増加と共に,正側-の立ち上がりが鈍 り,徐々に負側

-下がってゆくことが判った｡ これは,Fe不純物散乱の効果によって議論される｡

(3)Fe濃度が, 1･Oat.70以上になるとFe原子のクラスター生成が進み,羊の影響が

ホール係数の磁場依存や, 熱電能の高温側での負方向-の増大という形で現われるこ

とが判った｡

下図はCampbellとHicks(1975)によるCu-Fe合金の室温でのメスバクアースペ

クトラに対するFe原子の寄与を表わしたものである｡ Ao,Al,A2はそれぞれ,孤立

Fe原子,対原子クラスター,3個のFe原子から成るクラスターの寄与を示す｡○:A.,

○ノ:Al,▲ :A2
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